


都市機能の誘導を図る拠点は、区分の分類ごとに集積する都市機能の持つ役割やサービスを利用する

人の移動圏域を踏まえ、主要な鉄道駅やバス停などの交通結節点を中心に、拠点へのアクセス性や既存

ストックの集積状況、災害リスク、拠点の成立性を評価して選定しました。

●拠点への公共交通でのアクセス性 

広域サービス型
広域交通の東海道新幹線及び鉄道を含む複数の路線を有し、サービスレベルの高い公共交通で市内外からア

クセスできる 

市域サービス型 鉄道を含む複数の路線を有し、サービスレベルの高い公共交通で市内からアクセスできる 

地域サービス型
サービスレベルの高い公共交通でアクセスでき、かつ、サービスレベルの高い公共交通で都心へアクセスで

きる 

生活サービス型
複数の路線を有し、サービスレベルの高い公共交通でアクセスできる（鉄道駅） 

複数の路線を有し、サービスレベルの高い公共交通で複数方向からアクセスできる（バス停） 

●既存ストック（公共施設）の集積状況 

広域サービス型 公共施設等総合管理計画における広域施設(庁舎等・集会施設)が複数集積 

市域サービス型 公共施設等総合管理計画における市域施設・地域施設(庁舎等・集会施設)が複数集積 

地域サービス型 公共施設等総合管理計画における地域施設(庁舎等・集会施設)が複数集積 

生活サービス型 - 

●災害リスク 

広域サービス型

以下の区域に拠点全体が該当しない： 

災害危険区域*、土砂災害特別警戒区域*、土砂災害警戒区域*、砂防指定地*、地すべり防止区域*、急傾斜

地崩壊危険区域*、津波浸水想定区域(L2 ケース 1)*(防潮堤整備後) 

市域サービス型

地域サービス型

生活サービス型

●拠点の成立性 

広域サービス型 都市活動が盛んに行われている(2007年全目的トリップ密度が上位)、2045 年推計人口密度 60人/ha 以上 

市域サービス型 都市活動が盛んに行われている(2007年全目的トリップ密度が上位)、2045 年推計人口密度 60人/ha 以上 

地域サービス型

2007年全目的トリップ密度が 50トリップ/ha 以上、2045 年人口密度60人/ha以上 

※ただし、地域サービス型の特性上、都市計画区域内を幅広くカバーすることも重要な観点であることから、

上記を満たさない場合でも、広域・市域・地域サービス型拠点へ徒歩と鉄道・バスで 45分以内にアクセス

できないエリアを広範かつ効率的にカバーできる地区を地域サービス型拠点として設定する 

生活サービス型 2045年人口密度 60 人/ha 以上 












